
第4 9 回 関東ブロック里親研究協義会開催要綱

1 統一テーマ

「 里親制度の昨日、今日、明日 －新 しい里親の役割について考える－」

2 趣 旨

里親制度は平成 14 年に新たに専門里親や親族里親が創設されるなど全面的な改

正が行われました。

児童の発達においては、乳幼児期の愛着関係の形成が極めて重要であり、できる

だけ家庭環境のなかで養育されることが大切です。

近年増大し深刻化する虐待など家庭での養育に欠ける児童を、暖かい愛情と正し

い理解をもった家庭の中で養育する里親制度に、大きな期待が寄せられています。

私たち里親は、施設や民生児童季員・主任児童委員など地域における多くの方々

とパートナーとして相互に連携し、児童の最善の利益の実現を目指して協働してい

く必要があります。

里親ルネッサンスといわれる今、5 0 周年大会を目前に私たち里親は、大会にお

ける研究協議を通してこれまでの活動について振 り返るとともに2 1 世紀の地域

児童家庭福祉に果たしていく里親の新 しい役割について共に考え、資質の向上に努

めます。

3 主 催 関東ブロック里親連絡協読会 新潟県里親会 （財）全国里親会

新潟県

4 後 援 日本財団 （福）テレビ朝 日福祉文化事業団 新潟市

新潟県社会福祉協議金新潟県共同募金会

新潟県民生委員児童季員協議会新潟日報社朝日新聞新潟支局

毎日新開新潟支局読売新聞新潟支局産経新聞新潟支局

日本経済新聞社新潟支局時事通信社新潟支局

B S N 新潟放送 N ST 新潟総合テレビTeNYテレビ新潟

N T 21 新潟テレビ2 1

5 期 日 平成 1 5 年 7 月 1 9 日（土）～ 2 0 日（日）

6 会 場 新潟市朱鷺メッセ

〒950 新潟市万代島6－1

電話 0 2 5 －2 4 6 －8 4 0 0 （代）

7 参 加 者 ①関東甲信越静地区の里親会会員

②各都県市主管職員・児童相談所及び福祉事務所職員

③市町村、社会福祉協議会関係職員

④民生・児童委員、主任児童委員及び児童福祉施設職員（乳児院、児童
養護施設）

⑤里親会賛助会員

⑥その他里親制度に関心のある学生、一般市民



8 日程及び内容

（ 1 ）開会式典

関東ブロック里親研究協議会会長表彰

（ 2 ）記念講演テーマ「いのちの育み、子育ての楽しみ

－佐渡に舞うトキの姿を夢見て－」
ちかつじ ひろき

講師前佐渡トキ保護センター長近辻宏帰先生

（ 3 ）研究討議

（ 4 ）パネルデ ィスカッシ ョン

「 里親の昨日、今日、明日 －新しい里親の役割について考える－」

・ コーディネーター 新潟医療福祉大学 塩見義彦

・ パネラー 新潟県里親会 ・・・ 田崎利江

新潟県里親会 ・・・ 渡辺正男

前児童養護施設勤務・・・安沢公子

新潟県児童家庭課 ・・・ 藤沢直子

新潟県民生児童委員協議会・・・斎藤吉夫

1日目
11：30　 12 ：00　 13：00　 13：45　　 15：15　 15：30　 17：30　 18：30　 20 ：30

受　　　　 付 開会・式典
記念講演 休憩

研 究討議 （分科会）
休憩
夕 食交流会

員打 ち合 わ せ 会

第2日目 9 ：00　　　 11：15　　 11：30　 ■12 ：00

パネルデ ィスカッション 全体会（決議案採決）
閉会

分科会 ー マ
座 長
副座長

助言者

1 分科会 子どもの 立場からみた告知の問題
群馬 県 県立新潟女子短期大学

石本勝見埼玉県

第2 分科会 専門里親制度の浸透について
千葉県 新潟医療福祉大学

丸田秋男横浜市

第3 分科会
これか らの児童健全育成に果たす里親の意義と役割 東京都 新潟中央短期大学

杉山勝也岡県

第4 分科会
里親会と地域の関係機 関との 連携
里親会の発展のために－

栃木県 新潟県民生児童委員協議 会

橋本照子山梨県

第5 分科会
児童相談所との連携強化について 千葉市 真柄福祉財団

－児童相談所への意見 ・提言－ 川崎 市 山岸　 洋



（ 5 ）全 体 会 決議案の討議、採択を行う。

9 参加費
1 人 5,000円

1 0 宿泊費

（ 1 ）大 人 1人 1 4,000円（一泊朝食付、交流会費含む）

子ども1人（小学生以下） 1 0,000円（一泊朝食付、交流会費含む）

乳児 無 料（添い寝）

＊宿泊先は、「ホテル日航新潟」と「ホテル新潟」になります。

（ 2 ）交流会のみ（宿泊なし）

1 人 7,000円（子ども1人3,000円）

＊佐渡汽船5 階ホールで行います。

1 1 参加申込方法

・ 別紙参加・宿泊申込書により都県市ごとに取 りまとめの上、申込書について

は郵送又はF A X で、費用については同封の専用振込用紙により6月10日

（ 火）までに新潟日報旅行社にお申し込みください。

・ なお、宿泊・交流会の申込取り消 しについては、 6 月 3 0 日（月）までは

返金いたしますが、 7 月 1 日（火）以降の取 り消しについては、取り消 し料

が生じます。

・ 保育の希望も別紙申込書により受け付けます。参加申込書と一緒に6 月 1 0

日（火）までにお申し込みください。

参加申込先 ． 新潟日報旅行社

担当 ： 森 勇介・森 責

住所 ： 〒 9 5 1 －8 1 1 6

新潟市東中通 1 番町 8 6 番地 2 9

電話（0 2 5 ） 2 2 2 － 1 7 7 1 （代表）

FAX（025）222－1778

1 2 第 4 9 回関東ブロック里親研究協議会新潟県実行委員会事務局

新潟県中央福祉相談センター内 堀池・長谷川
〒9 5 0 － 0 1 2 1

新潟県中蒲原郡亀田町向陽4 －2 － 1

電話 （0 2 5 ） 3 8 1 － 1 1 1 1

FAX（025）381－8939

e － m a il S 0 4 6 0 1 0@mail.pref.niigata.jp



1 3 参加方法

・ 公共交通機関のご利用をお勧めします。

◎シャトルバス利用

J R 新潟駅（万代口）バスターミナル発 朱鷺メッセ前下車（20分間隔）

所要時間約10分料金大人180円小人90円

◎タクシー利用

J R 新潟駅（万代口）から朱鷺メッセまで所要時間約5分

・ 自家用車の方は磐越、北陸自動車道（新潟中央 IC）から約 2 0 分、あるいは、

新潟パイパス（紫竹山IC）から約1 5 分

駐車料金については、参加申込書の案内をご覧ください。


